
２０２６年 ９ 月号

武力によらない平和実現を

 ８月６日から１５日までの日本カトリック平和旬間。被爆地広島、長崎をはじめ各教区で平和について考え、祈り、学ぶ行事が行われた。写真㊧は長崎原爆の日の夜、平
和祈願ミサの後、明かりを掲げ、爆心地公園まで祈りながら歩く長崎の信徒たち。㊨は、生後８カ月で広島で被爆した近藤紘

こう

子
こ

さん。平和行事で証言した。（4面参照）

■　教皇の新刊、近日中に発表　序文で核軍縮求める　　　　　２面

■　ノーベル賞受賞者ら ＡＩ主導の核戦争 防止の枠組み求める 　　 ２面

■　教皇、アッシジで青年たちと集う 聖フランシスコ特別聖年を記念し   ２面

■　その他の国際記事　　　　　　　　　　　　　　　 　        ３面

■　平和旬間　広島・長崎・東京・大分・福岡 　　　　 　          ４面

■　熊本地震 － 犠牲、被害、支援、ミサの再開　　　　　　  ５面

■　その他の国内記事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６面

■　２０２３～２６年 叙階の司祭・助祭・終身助祭　②              ７面

■　教皇レオ１４世初の回勅　「人間の偉大さ」 要約　第２回     ８面

国　際

国　内

熊本地震

■　主日の福音解説　　　　　　  　　　　　　　           ９・１０面

■　短歌・俳句・企画展紹介・きょうをささげる９月の祈り   １１面

■　訃報・告知板・番組　　　　　　  　　　　　　　　       １２面
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　オンラインで日々ニュースを配信している「カトリックジ

ャパンニュース」のダイジェスト紙、月刊「カトリックジャ

パンダイジェスト」をお届け致します。本紙は無料です。

7月２８日に発生した熊本地震で被害を受けた八代教会（熊本・八代市）
で８月７日、支援物資が並ぶ信徒会館の入り口の棚の上に、聖母像の顔
部分が布を敷いた小箱の中に置かれていた。地震で倒れて壊れた像

（写真左）の一部で、大きく破損した胴体部分は床に倒れたままだった。
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たと言えます」と語った。

　青年たちと語り合った後、教皇はその青

年たちと共に聖堂内に入り、ミサを司式し

た。ミサの説教の中で教皇は「親愛なる青

年の皆さん、今日、欧州と全世界は、皆さ

んが新たな聖人となってくれるのを待って

います。勇気を出して福音のことばを深

く信じてください。そしてイエス・キリ

ストの自由のうちに、十分に人間らしく

あってください」と青年たちを励ました。 

　さらに、聖フランシスコが没後８００年

たっても、人々を魅了し続けているのは、

イエスの道とより一致した道を歩むため

に、慣れ親しんだやり方を捨て去ったとい

う勇気のためだと教皇は説明する。

　「これこそがキリスト教の活力です。そ

の始まりといくつもの新たな

始まりの活力だったのです」

ではなく、国民からの圧力が、究極的に変

化を推し進めると強調した。「若者たちが

現在ある危機を知らされるなら、･･･ 彼ら

は再び町に出てデモをするでしょう」と、

この宣言への署名後に語った。

　３日間にわたったこの会議は、「ＡＩと

核戦争に関する世界のノーベル賞受賞者た

ちの集い」と呼ばれ、およそ２００人の代

表者が集まり、シカゴ大学存在的リスク研

究所やハーバード大学医学大学院、米国カ

トリック大学などが共催した。

　シカゴ大学の天体物理学者ダニエル・ホ

ルツ教授は、ローマでのこの会議自体が、

教皇レオ１４世のメッセージを体現してい

たと語った。「この会議は ･･･ 回勅の生き

た実例です」「回勅が示している通りの取

り組みを行っているのですか

ら」と述べた。

国　際

教皇の新刊、近日中に発表
　序文で核軍縮求める

【ローマ７月２１日ＯＳＶ】教皇レオ１４

世は、核兵器による大惨事を防ぐことに関

して、たった一人の良心が「世界全体を救

い得る」と、新しく出版される本の序文で

述べた。　　　

　教皇のこの発言は、「武器のない、武器

を取り除く平和 ― 平和は神からのたまも

の」（邦題は仮訳）という今後発表予定の

新刊の序文に書かれており、この序文は７

月２１日に発表された。バチカン出版局に

よると、この本自体の英語版が近日中に発

表されるという。

　「平和を生み出すものは核兵器ではなく、

軍縮です」と教皇は記す。

　過去数十年の核軍縮の時代には当然だと

感じられたこの考え方は、「現代では人々

を怖がらせ、震え上がらせる軍拡競争に

よって覆われてしまいました」。

　この本は、教皇レオ１４世が教皇に選出

されてから行ったスピーチや考察をまとめ

たもの。７月１９日に署名された序文の中

で、教皇は、世界中で１０３の国々が何ら

かの形で紛争に巻き込まれていることを指

摘し、ウクライナ、中東、スーダン、ミャ

ンマー、コンゴなどでの戦争を例に挙げた。

　平和は「真理のうちに築かれるもので

す」と教皇は述べ、戦争を始める人々でさ

え、平和の名において戦争を起こすと指摘

する。というのも自らのために、戦争を行

いたいと表立って認める指導者はいないか

らだ。

　１９４５年に広島と長崎が破壊し尽くさ

れた後、戦争という手段に訴えることは、

ますます「後戻りできない危険な冒険」と

なっていると、１９９０年１２月２５日の

聖ヨハネ・パウロ２世教皇の降誕祭メッ

セージの言葉を引いて述べる。

　「平和とは責任です」「平和は私から始ま

るのです」と教皇レオ１４世は記す。そ

して聖アウグスティヌスの説教を引用し、

「悪い時代、苦労の多い時代だ」が、「良く

生きましょう。そうすれば、時代は良く

なるでしょう」（アウグスティヌス「説教」

８０、８）と述べ、「あなたが時代を変え

れば、不平を言うこともなく

なるでしょう」と書いている。

【ローマ７月１７日ＯＳＶ】ノーベル賞受

賞者たちは７月１６日、教皇レオ１４世の

回勅「人間の偉大さ―ＡＩの時代における

人格の擁護」を、人工知能（ＡＩ）主導の

核戦争の防止に向けた「明確な呼びかけ」

であり、「大きな前進」だと呼んだ。受賞

者たちはローマで、核兵器発射システムに

ＡＩの搭載を禁止する世界的な枠組みを求

める宣言に署名した。

　署名はカンピドリオの丘のローマ市庁舎

で行われ、ローマ南東のカステルガンドル

フォにある教皇宮殿での２日にわたる非

公開会議を締めくくった。教皇宮殿では、

２０人以上の受賞者たちが元国家元首や

宗教指導者、研究者やグーグル・ディープ・

マインド、アール、アンソロピックなどの

企業のＡＩ研究者たちと話し合いを行った。

　２００４年にノーベル物理学賞を受賞し

たデイビッド・グロス氏は、政府の指導者
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教皇、アッシジで青年たちと集う
聖フランシスコ特別聖年を記念し
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８月６日、青年たちとの集いの後、一人の
男性を抱きしめる教皇レオ１４世 （OSV）

ノーベル賞受賞者がローマ宣言に署名
ＡＩ主導の核戦争  防止の枠組み求める

【アッシジ（イタリア）８月６日ＯＳＶ】

教皇レオ１４世は８月５日、アッシジを訪

問した。２５００人の青年たちと共に、アッ

シジの聖フランシスコ没後８００年の特別

聖年を記念するためだ。

　ミサは、聖フランシスコがフランシスコ

修道会を創設したポルツィウンクラ礼拝堂

を内包するサンタ・マリア・デリ・アンジェ

リ聖堂で、「ゴー！フランシスカン・ユース・

ミーティング」に集まった青年たちのため

にささげられた。この集いは４日間に及び、

１８歳から３３歳の青年たちが欧州各国か

ら集まった。

　ミサの前、教皇は聖堂前の広場に集まっ

た青年たちと共に過ごし、彼らからの質問

に答え、召命と識別について助言を贈った。

　教皇は自身の個人的な召命を振り返り、

「主は私を決して一人きりになさらなかっ

ノーベル賞受賞者たちは７月１６日、ローマ市庁
舎で、「ＡＩと核兵器の時代に、非武装・軍縮に
よる平和のローマ宣言」に調印した （OSV）

記
事
全
文
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【オタワ（カナダ）７月９日ＯＳＶ】十字架（を身に着けること）

は禁止。敬虔なイスラム教徒の女性が着用するヒジャブも、ユダヤ

教の男性がかぶるヤームルケも禁止 ― 。

　カナダのケベック州で、「国家の世俗性に関する法律」として知

られる「２１号法」は、権威ある公共部門で働く人々 ― 教師、警官、

政府の弁護士や裁判官など ― が、職務中に宗教的シンボルを身に

着けることを禁止しており、さらに公的資金を受けている保育所や

介護施設、私立学校などの職員にも禁止を拡大している。

　この法は２０１９年、ケベック州議会で、政教分離を目指すもの

として可決された。この法について、カナダの司教協議会が今年３月、

「信教の自由」と「平等」に影響を与える懸念から、最高裁に異議

申し立てをした。４日にわたる論議の後、判決を待つ段階に入った。

　司教協議会は、法的陳述書で、「２１号法は、反宗教的で中立性

を欠くイデオロギーの押し付けであり、カナダの連邦

法を一方的に改正するものです」と批判している。

国　際

カナダ、ケベック州２１号法
「反宗教的」と司教団、最高裁へ

教皇、青年に動画メッセージを公開

教会には皆の熱意が必要

フランス司教団  「死への援助」法案を非難
カトリック系施設、拒否で違法の可能性も

スイスで聖職者の兵役免除撤廃  キリスト教諸教派、抗議

拘束された修道女が訴え　移住者の思いを聞く体制を

ニューヨーク州の安楽死法　女子修道会４団体に一時免除

教皇訪問前、現地司教に聞く  聖職者の性虐待、覆われたモザイク画

【チューリッヒ（スイス）７月２０日ＯＳＶ】スイスでは連邦議会が、

伝統的に聖職者に与えられてきた兵役免除を「独断的に」撤廃した

として、キリスト教諸派の指導者が抗議している。連邦議会は撤廃

の理由を、聖職者がもはや国の中枢機能を担う「なくて

はならない人」とは考えられなくなったと述べていた。

【ニューヨーク７月３１日ＯＳＶ】連邦判事は７月３０日、四つの

女子修道会とカトリック系医療機関に対し、終末期にある成人患者

に医療従事者が自殺ほう助することを認めるニューヨーク州の法律

を、一時的に免除する判決を下した。四つの女子修道会

は、修道女たちの信仰に反する法律に異議を唱えていた。

【ルルド（フランス）７月２４日ＯＳＶ】９月に教皇レオ１４世が訪

れるルルド。その教区のジャン・マルク・ミカ司教は、２０２５年、

ルルドの聖母聖堂にあるモザイク画に覆いを掛けた。その絵の作者

は性虐待の加害者とされる司祭で、ミカ司教は被害者た

ちからその絵の作成現場で虐待が起きたことを聞いた。

【バチカン８月５日ＣＮＳ】夏季休暇を終えた教皇レオ１４世は８

月５日、一般謁見講話を再開し、カトリック信者に「教会の祈り（聖務

日課・時課の典礼）」を日々の生活に深く根付かせるよう促した。こ

の教会の公的な祈りは、技術や消費主義、効率重視の考

え方に形づくられる世界への「解毒剤」となると語った。

記
事
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コロンビアで地震  教皇、祈りを届け、司教団、連帯求める

【ボゴタ（コロンビア）８月１１日ＯＳＶ】教皇は、８月１０日にコロ

ンビアを襲った巨大地震で亡くなった人々のため、またこの悲劇に

遭った人々のために祈りをささげたという電報を、教皇庁国務省長

官の署名で、コロンビアの司教協議会会長に送った。コロンビアの

司教協議会は、地震当日にメッセージを出し、この緊急

事態に「連帯して対応する」よう呼びかけた。
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【セウタ（スペイン）７月３１日ＯＳＶ】スペインのカディス・セ

ウタ教区は７月３１日、地元当局に緊急支援の資源提供を申し出た。

これは６万人以上の移住者がモロッコからスペインの飛び地セウタ

に流入し、現地のインフラに負荷をかける事態となった

からだ。

スペイン・セウタに移住者殺到  現地の教区、支援申し出る
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【パリ７月１６日ＯＳＶ】フランスの国民議会（下院）は７月１５日、

特定の条件下での、安楽死と自殺ほう助を含む「死への援助」を合

法とした。フランスの司教団は、この選択を厳しく非難している。

　司教団が危惧する一つは、苦しみに対する医療的措置の中に死が

含まれ得るという原則が国法の一部となってしまったことにある。

　「最も貧しい人々がまず犠牲になるでしょう。子どもや孫の重荷に

なりたくないと、不安定な立場に置かれる高齢者ほど、死へのプレッ

シャーを感じるかもしれません」と司教団は警鐘を鳴らす。またこ

の法案が施行されれば、ケア施設 ― 中でもカトリック系の機関 ― 

が施設内で安楽死や自殺ほう助を拒んだ場合、法的に罰せられるこ

とも懸念される。法案は憲法評議会で再審査されることになってお

り、司教団は結果を見守ろうとしている。その間、司教団は信者た

ちに「誰をも見捨てることなく、身体的・精神的苦痛を和らげる誠

実な寄り添いと思いやりのあるケアを選択するという

別の道があるのだと証しするよう」何度も呼びかけた。

教皇の一般謁見講話　主日は典礼暦年の中心

【マッカレン（米テキサス州）７月２４日ＯＳＶ】米国への移住者で取り

締まりの対象となった人々に「意見を述べる機会」を与えるよう、訴え

た修道女がいる。米国で移住者を第三国へ強制移送させようという動

きがある中、米移民・関税執行局（ＩＣＥ）によって数時間

拘束される経験をしたレティシア・ウグボアジャ修道女だ。
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【バチカン８月１２日ＣＮＳ】教皇はカトリック信者に、主日のミ

サに参加するよう促し、人々がミサにあずかれるような職場環境が

整えられるよう求めた。その理由を、主日は「典礼暦年全体の基礎

であり中核だからです」と語る。教皇は、この日も第２

バチカン公会議の『典礼憲章』について講話を続けた。
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教皇の一般謁見講話　教会の祈りは日常の解毒剤
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【ローマ７月２７日ＯＳＶ】教皇レオ１４世は７月２５日と２６日

に、世界の青年たちの集いに向けて３本の動画によるメッセージを

発信した。１本目はペルーで、２本目はブラジルで、３本目はポル

トガルで開催された、若者の集いに参加した青年たちに向けられた。

１本目の動画で教皇はこう語った。教会は「皆さんの、神のみ旨に

かなう反骨心、純粋な情熱、苦しい状況を希望に満ちた場所へと変

えたいという強い願いを

必要としています」「喜

びのうちに、特に最も忘

れ去られている人々に奉

仕してください。そこで

こそイエスの苦しみに満

ちたみ顔を見いだせるか

らです」 記
事
全
文

５月１６日、バチカンで子どもたちとの面会時
に自撮り写真のため立ち止まる教皇（OSV）

記
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　福岡教区（ヨゼフ・アベイヤ司教）は 8

月 11 日、平和を祈る集いを、福岡カテド

ラル大名町教会（福岡市）で開いた。テー

マは「平和の時　武力によらない平和を目

指して」。３００人以上が参加した。憲法

学者の南
みなみ

野
の

森
しげる

教授（九州大学）を講師に招

き、教会と平和、憲法と平和について学ん

だほか、小中高生を対象としたプログラム

「平和ってなんだろう？ ～紛争地の子ども

の声を通して考える」も開催。アベイヤ司

教主司式によるインターナショナルミサを

ささげ、多国籍の信者が集っ

て平和を祈った。

　青年たちの声を聞いて、平和実現への一

歩を踏み出すための集いが８月９日に大分

カテドラル大分教会（大分市）、１１日に

は宮崎教会（宮崎市）で開かれた。同教区

と韓国・大
テジョン

田教区の青年交流の歩みについ

ての発表と、そこで得た気付きの分かち合

いが行われ、大分で約５０人、宮崎では約

６０人の信徒らが参加。１１日の集いには、

韓国・釜山で大田教区の中高生と交流し、

前日に帰国したばかりの宮崎教会の中高生

も発表に加わり、同教区の森山信三司教主

司式による平和祈願ミサもさ

さげられた。

国　内

祈りと非暴力で平和を築く
希望を新たに

主よ、わたしをあなたの
平和の道具としておつかいください

　原爆投下から８1年となった今年も、長

崎教区は８月９日に「平和祈願祭」を行っ

た。今年は教皇レオ14世によって「聖フラ

ンシスコ年」に定められた年に当たり、祈

願祭のテーマは、「主よ、わたしをあなたの

平和の道具としてください」が選ばれた。

長崎カテドラル浦上教会で、同教区の中村

倫
みち

明
あき

大司教が主司式する「平和祈願ミサ」を

夕刻からささげ、その後のたいまつ行列で、

市内の爆心地公園まで、ともしびを掲げつ

つ祈りながら歩いた。

　平和祈願祭には約800人が参加。駐日教

皇庁大使フランシスコ・エスカランテ・モ

リーナ大司教、髙見三明名誉大司教らのほ

か、韓国・大
テ

邱
グ

教区の「韓国如
にょ

己
こ

の会」関係

者２２人、イスラエル、パレスチナ、日本

の若者がつくる「平和の架け橋」プロジェク

トの青年たちと関係者１５人の姿もあった。

　中村大司教はミサ説教の中で、イエスが

「剣を持つものは剣で滅びる」と説いたこと

や、歴代教皇も、武器は平和をもたらさな

いと語っている言葉を紹介。自分たちも被

爆者と一緒に「核兵器は人類と共存できな

い」と叫んでいかなければならないと訴えた。

　またイエスと同じ「平和の鍵」を持つため

の大きなヒントを、聖フランシスコの平和

の祈りが教えてくれると語った。それは「憎

しみを愛に変え、争いを和解に。分裂を一

致に、絶望を希望に、悲しみを喜びに、そ

して暗闇を光に変えていくこ

とです」。

　東京教区（菊地功枢機卿）は、８月８日と

９日に平和行事を行った。１日目は関口教

会ケルンホール（東京・文京区）での講演会、

カテドラル聖マリア大聖堂（同）での平和を

願うミサ、平和巡礼ウオーク、２日目は町

田教会（東京・町田市）で講演会、徳田教会

（東京・練馬区）で映画上映会を開催。特に

二つの講演会では、非武装・非暴力の道を

見定める学びがなされ、平和を願うミサで

菊地枢機卿は、現在の世界情勢の中で、「た

まものであるいのちを守るのは、私たちの

信仰における決断です」と力強

く呼びかけた。

　被爆・終戦から８１年となった今年も８

月５日と６日、広島教区（白浜満司教）の平

和行事が広島カテドラル幟町教会（世界平

和記念聖堂）などで開催された。

　基調講演はカトリックの国際平和団体

「聖エジディオ共同体」ニューヨーク支部代

表のアンドレア・バルトッリさんが行った。

同共同体の提案で、今回、８月６日の広島

での原爆投下時刻から、同月９日の長崎で

の原爆投下時刻にかけ、７５時間続ける祈

りの集いも企画された。

　「平和祈願ミサ」「原爆・すべての戦争犠

牲者のためのミサ」、ユース（青少年）プロ

グラムのほか平和記念公園（同市）でのエキ

ュメニカル（教会一致運動的）・諸宗教の祈

りの集いも行われた。武力ではなく、祈り

と非暴力によって平和を築いていく希望を

新たにした。アッシジの聖フランシスコ没

後８００年に当たる今年の開催テーマは、

「争いのあるところに平和を外～アシジの

フランシスコの心で平和を祈る～」。

　平和行事は、被爆者として「憎しみでは

なく和解へ」というメッセージを世界に呼

びかけてきた近藤紘
こう

子
こ

さんによる被爆証言

で始まった。

　近藤さんは広

島市で１９４４

年に生まれ、生

後８カ月の時に

爆心地から１・

１キロの自宅で

被爆した。父親

も被爆者で、平

和と和解のため

に尽力した谷本清牧師。近藤さんは原爆を

投下した“敵”に対する憎しみを募らせて

育つが、その憎しみを解いたのもまた原爆

を投下したＢ２９「エノラ・ゲイ」の副操縦

士ロバート・ルース氏との出

会いだったと話した。

記
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記
事
全
文

平和巡礼ウオーク（©️東京大司教区M.A.F.）

広
　
島

長
　
崎

記
事
全
文
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事
全
文
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青年たちの声を聞き
踏み出す平和

武力によらない　
　平和を目指して

非武装・非暴力の道を
見定める

東 

京

福 

岡
大 

分

インターナショナルミサ（教区サイト配信中）韓国での交流の体験を分かち合う中高生

被爆時に自身が着て
いた服を掲げ、「宝物」
だと語る近藤紘

こう

子
こ

さん

ミサの入堂後、「被爆マリア像」を
台座に安置する中村倫

みち
明
あき

大司教



（5）２０２６年 ９ 月号

　今回の地震発生以降、ミサが行われていなかった八代で８月１６

日午前１１時から、熊本県を管轄する福岡教区のヨゼフ・アベイヤ

司教主司式による主日ミサがささげられた。

　八代教会は聖堂床などに被害が生じているため、同教会から徒歩

数分のシャルトル聖パウロ修道

会・八代修道院の聖堂がミサの会

場となった。八代教会を担当す

るフェルッチョ神父、福岡カリタ

ス担当の寺浜亮司神父（同教区）

が共同司式し、八代教会の信者

ら約５０人が参加した。

　アベイヤ司教はミサの説教で、

次のように話した。「皆さん、このたびの地震で『なぜ（このよう

なことが起きたのか）？』と問われることでしょう。この、なぜと

いう問いには答えはありません。しかし、これから『どのようにし

て（前に進んでいくのか）？』という問いには、みんなで応えてい

くことができます。皆さん、ご一緒に『どのようにして？』

を考えていきましょう」

　熊本地震の被害が最も大きかったカト

リック施設は八代教会（熊本・八代市）で、

聖堂の床に隆起やひび割れが生じた。　 

　募金は、福岡教区とカリタスジャパン

が受け付けている。それぞれの送金先と

使途は下記の通り。

◆福岡教区への募金　教会の修復や被災

者へのお見舞金、支援活動全般に使われ

る。送り先＝郵便振替：０１７６０ー６－２０７２９。加入者名＝

カトリック福岡司教区。※通信欄に「令和 8 年熊本地震の

ため」と明記。　　　　 福岡教区の熊本地震特設サイト→

◆カリタスジャパンへの募金　カリタス福岡はじめ、関係機関・団

体と連携し、被災者への支援や生活再建、地域の復興のために活用

される。送り先＝郵便振替：００１７０－５－９５９７９　加入者

名＝ ( 宗 ) カトリック中央協議会　カリタスジャパン

※通信欄に「令和８熊本地震」と明記。　詳細はこちら→

　７月２８日に発生した熊本地震で亡くなったベトナム人信徒、

チャン・バン・ソンさん（２４）の葬儀ミサが８月１日、熊本市の

手取教会の信徒会館で行われた。ソンさんは地震当日、同県甲佐町

の金属加工会社で勤務中、落下した工場の屋根の鉄骨（クレーン）

の下敷きとなって亡くなった。ベトナム北部のブイチュ教区、フッ

クディエン教会所属。今年１月、ベトナムから技能実習生として来

日し、八代教会（熊本県八代市）のミサに通っていた。

　ミサはベトナム人司牧を担当するファム・バン・チュエン神父（聖

ビンセンシオ宣教会）が主司式。ベトナム出身の約１００人を中心

に、ソンさんの勤務先関係者らも合わせて１２０人ほどが参加し、

オンラインを通じてベトナムに残されたソンさんの妻や母親らも祈

りを共にした。ミサ説教でチュエン神父は、ソンさんが若く、妻と

生後７カ月の子どもを残して亡くなったことを惜しんだ。画面の向

こうで、ソンさんの妻と母親は言葉もなく涙を流し続けていた。チュ

エン神父は、聖書

の中のイエスも、ラ

ザロが亡くなった時

に泣いておられたこ

と、そしてイエスは

今、ソンさんの妻と

母親と「一緒に」泣

いておられることを

伝えたと

いう。
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ベトナム人青年の葬儀ミサ
地震で犠牲　熊本・手取教会

熊本地震

熊本地区  八
やつ

代
しろ

で歩み始める
「教会と、教会につながる地域」と共に

八代でミサが再開
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　カリタスジャパン責任司教の成井大介司教（新潟教区）は８月３

日、アベイヤ司教ら福岡教区の関係者と共に、関連施設で被害が最

も大きかった八
やつ

代
しろ

教会などを視察した。アベイヤ司教から、カリタ

スジャパン緊急対応支援チーム「ＣＪ-Ｅ
イー

Ｒ
アール

Ｓ
エス

Ｔ
ティー

」（以下・ＥＲＳＴ）

の派遣要請を受けた成井司教は同月５日、ＥＲＳＴの現地派遣を決

定した。ＥＲＳＴは、２０１１年の東日本大震災の被災地で復興支

援に当たった司祭と信徒計６人からなるチーム。

　同月７日、カリタスジャパン担当司教の森山信三司教（大分教区）

は、カリタスジャパン秘書、ＥＲＳＴメンバー２人と、福岡教区で

災害対応を担当する司祭２人と共に八代教会などを訪問し、信徒ら

に被災の状況や地域の課題について聞いた。

　福岡教区は、カリタスジャパンと共にオンライン会議や現地視察

を重ね、８月１０日、教区の「活動方針」を発表した。打ち出したのは、

「八代教会と教会につながる地域との関わり」をはじめとする、３本

柱から成る方針だ。その柱は、①「八代教会と教会につながる地域

との関わり」②「ボランティアパック」（通称「ボラパック」）③教

区本部に支援活動を円滑にするための事務局（支援室）設置、の三つ。

　①では、特に全ての被災者、被災したり仕事を失ったりした外国

出身者、一人暮らしの高齢者、生活に困窮している人たちと関わり、

必要な支援につないでいく。②のボラパックは、被災地域の社会福

祉協議会などが行うボランティア活動への参加を目的に、教区が定

期的に企画・催行するもの。開催時期や内容については、現在調整中。

　八代教会では、断水が続く中、信徒らが信徒会館で水や日用品な

どの支援物資を住民に提供していた（現在、休止中）。八代教会信

徒会長の満島惠子さん（７３）によれば、信徒たちが地域の支援活動

を始めたきっかけは、発

災翌日の７月２９日、自

分たちのためにと、水な

どの支援物資が教会に届

いたことだったという。

　物資は、被災した八代

教会の司祭館から水俣教

会の司祭館に住まいを移

したブランビッラスカ・

フェルッチョ神父（ミラ

ノ外国宣教会）と水俣教会の信徒有志が届けたもの。さらに熊本の

手取教会や帯山教会から届けられたのは手作りの料理だった。「と

てもうれしかった」と満島さんは振り返る。７月３１日、届けられ

た支援物資を分かち合おうと、八代教会の有志で物資の配布を始め

た。外国出身の人にも多言語で利用を呼びかけ、通り

がかりの人にも声を掛けた。

地震直後の八代教会台所

被災直後から地域支援に動いた
八代教会信徒らとフェルッチョ神父

チャン・バン・ソンさんの葬儀ミサ

 シャルトル聖パウロ修道会・八代
修道院でのミサ（©福岡カリタス）
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国　内

　米軍基地が集中している沖縄の実情を知り、平和構築の糸口を考

える「沖縄のつどい２０２６」が、明治学院大学白金キャンパス（東

京・港区）で開かれた。五つの市民団体からなる沖縄のつどい実行

委員会が主催し、同大学国際平和研究所が共催して行わ

れ、平和活動に関わる市民ら１３０人が参加した。

軍事力によらない平和構築目指す　沖縄のつどい２０２６ 
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　熊本出身の高
たか

響
きょう

子
こ

さん。結婚を機に、輪島市（石川県）に来て

約３０年がたつ。能登半島地震で、輪島にあった高さんの家は倒壊

し、仕事場も被災。半年後には、同居していた義母を災害関連死で

失った。多くの困難の中、輪島教会再建の喜びも体験し、

現在、七尾教会と輪島教会でミサに毎回参加している。

能登半島の輪島・七尾を往復　２教会で奉仕する高
たか

響
きょう

子
こ

さん
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　在日韓国人のカトリック信徒、宋
ソン

栄
ヨン

淳
スン

さん（２００４年逝去）が

今年６月１０日、祖国の民主化に貢献した功績によって韓国政府か

ら表彰された。表彰式はソウル市の民主化運動記念館で行われ、息

子の正
ジョン

彬
ビン

さん（６５／東京・高円寺教会）が、故人に

代わって国民勲章を受け取った。

故 宋
ソン

栄
ヨン

淳
スン

さん 韓国政府から表彰 教会と共に祖国民主化に貢献
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「沖縄のつどい２０２６」の冒頭に三
さん

線
しん

の弾き語りをする平良愛香牧師

　日本カトリック司教協議会会長の菊地功枢機卿らは７月、全国の

教会に向けて「ホスチア製造のための新しい機械の購入・設備のた

め」協力を呼びかけている。国内の約６割のホスチアを製造してき

たカルメル修道会修道院が約1年後に閉院することを受

け、製造を引き継ぐ修道院への寄付を呼びかけたものだ。
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日本のホスチア製造継続へ  司教団  山口カルメルへの寄付呼びかけ

　在韓被爆２世、ハン・ジョンスン（韓正淳）さん（６８／韓国原

爆２世患友会会長）は、自身にも兄弟姉妹にも皆、病や障害があり、

息子には脳性まひがある。心身共に苦しんでいた４０代の頃、被爆

２世であることを韓国で初めて公言したキム・ソンニョル（金亨律）

氏（享年３５）と出会った。ハンさんは、被爆２世た

ちの救済に向け、仲間と共に活動を始めた。
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在韓被爆２世　ハン・ジョンスンさんの被爆証言

能登で「シスターズリレー」 ２年の実り　“小さな力”を合わせ ともに

　さまざまな女子修道会が修道女（シスター）をリレー形式で被災地

へ派遣し、復興支援活動をサポートする「シスターズリレー」。主催

する日本女子修道会総長管区長会が東日本大震災を機に始め、能登

半島地震の被災地でも実施した。会員の高齢化という

共通の課題を抱える中、持てる「小さな力」を合わせた。
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　芦屋教会（兵庫県芦屋市）では、教会が地域の人々に開かれたもの

となるよう、さまざまな取り組みが行われている。その根底にある

のは、２０１４年から主任を務める川
かわ

邨
むら

裕明神父（大阪高松教区）が

阪神淡路大震災で得た「何かが起きた時のために、地域

との日頃の付き合いが大事」だという思いだ。

地域に開かれた教会に　「涙
るい

活
かつ

」イベントも　芦屋教会

記
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　諸宗教の代表が宗派を超えて共に平和を祈る比叡山宗教サミット

３９周年「世界平和祈りの集い」が８月４日、比叡山上（滋賀県大津

市）で開かれた。諸宗教の指導者ら約４５０人が参加した。この集

いは、聖ヨハネ・パウロ２世教皇が提唱したイタリア・

アッシジでの世界平和祈
き

祷
とう

集会の精神を引き継いでいる。

比叡山宗教サミット３９周年  受け継がれる「アッシジの精神」
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石川・七尾ベースで、笑顔の修道女たち（©カリタスのとサポートセンター）

現在の「司祭用ホスチア」の裁断作業（©泰
やす

阜
おか

カルメル修道会聖家族修道院）

比叡山宗教サミットで黙とうをささげる諸宗教の代表者（©天台宗）

芦屋教会での「涙
るい

活
かつ

」イベントで、ボイスドラマの出演者らと共に

能登の二つの教会で
奉仕する高

たか

響
きょう

子
こ

さん
父、宋

ソン

栄
ヨン

淳
スン

さんの表彰
状を手にした正

ジョン

彬
ビン

さん
韓国で被爆2世らのた
め活動するハンさん
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2023～26年叙階の司祭・助祭・終身助祭　②

◆ 司 祭

【広島教区】

①ヨゼフ　伊藤正広②４０歳③２０２３年

３月２１日④広島カテドラル幟町教会⑤米

国・サンタフェ大司教区の司教座聖堂の協

力司祭として働きながら、

サンタフェ、シアトル、

広島、長崎の日米４教区

による「核兵器のない世

界のためのパートナーシップ」の推進のた

めの任務を担っています。⑥ 米国、特に

ニューメキシコ州では、退役軍人やロスア

ラモス研究所で働く方々が教会におられ、

核軍縮は簡単に語れません。原爆が戦争終

結を早めたという見方もありますが、被爆

者の苦しみと記憶を忘れることはできませ

ん。私は司祭として、誰かを責めるのでは

なく、核抑止論を信じる人々とも対話しな

がら、核兵器を永久に安全管理できるとい

う前提に問いを投げかけ、いのちを守る和

解の道を探しています。

①パドアのアントニオ　星野倫
とも

淳
ひろ

②４６歳

③２０２４年３月２０日④広島カテドラル

幟町教会⑤幟町教会助任、三篠教会担当、

向原教会協力⑥神が下さる最も小さい恵み

の一つにさえふさわしくない私に、尊い叙

階の恵みを下さった主に

毎日感謝をささげており

ます。主はご自分の偉大

な栄光を現すために、世

で最も弱く、取るに足りない者を選ばれま

した。ですから私の切なる望みは、卑しい

私自身は全く無になり、私において主イエ

ス・キリストだけが現れてくださることで

す。主が私に代わって、私の思い・言葉・

行いの全てをしてくださることです。

【長崎教区】

①トマ　廣田学
まなぶ

②５３歳③２０２６年３

月２０日④長崎カテドラル浦上教会⑤長崎

カトリック神学院養成者、島原小教区協力

司祭⑥司祭に叙階されるということは、単

に「あなたを司祭にします」ということで

はありません。司教様を

中心とした司祭団の交わ

りの中に加えられ、その

交わりの中で支え合いな

がら、兄弟姉妹の皆さんに仕えていく歩み

なのだと思います。だからこそ、私はこれ

からも司祭団の一員として、皆さんのお祈

りに支えられながら、神様から与えられた

使命を果たして参りたいと思います。

【鹿児島教区】

①福音史家ヨハネ　久
く

山
やま

元太郎②５６歳③

２０２６年４月１２日④鹿児島カテドラ

ル・ザビエル教会⑤川
せん

内
だい

教会助任として、

土日に主日ミサの司式をしています。入来

教会、串木野教会でもミサを挙げ、純心聖

母会修道院での平日のミサと川内教会の初

金ミサの司式も任されています。また、串

木野教会でのＡＡ ( アルコホーリクス・ア

ノニマス)グループのオー

プンミーティングに週 1

度参加しています。⑥司

祭として心がけているこ

とは、川内教会の助任司祭として任された

奉仕の務めをよく果たすことです。特に主

日のミサの説教の準備、そして平日のミサ

の短い説教、分かち合いの準備をよくする

ことを心がけています。また、世の中の動

きに疎くならないように気を付けながら、

回勅・使徒的勧告などの教導職の教えをな

るべく早く吸収して、理解したことを信徒

の方々にお伝えできるように努め

ております。　　　　関連記事→

【コンベンツアル聖フランシスコ修道会】

①テモテ・マリア　中
なか

野
の

里
り

晃
こう

祐
すけ

（②５２歳

③２０２３年３月２１日④東京カテドラル

関口教会（東京・文京区）

⑤本河内教会主任（長崎

市）⑥聖ヨハネ・マリア・

ビアンネの「司祭職とは

イエスのみ心の愛です」ということばに、

日々少しずつでも近づいていくことができ

るように、イエス・キリストとの親しい交

わりを大切にしながら、そこから頂く恵み

を、とりわけ小さく貧しくされた人々と惜

しみなく分かち合うことを心がけていきた

いと願っています。

【神言修道会】

①ウィルフリドゥス　ウィルフリード・リ

ンガアマ・クロメン②３４歳③２０２４年

３月１６日④南山教会（名古屋市）⑤現在

は南山教会で助任司祭として働いていま

す。主に、主任司祭を補佐し、平日や日曜

日のミサの司式、病者の訪問、洗礼志願者

や結婚志願者のための準備講座の開催、新

約聖書や典礼に関する学びを行っていま

す。また、今年からは南山教会の典礼委員

長を任されています。⑥私はインドネシア

出身です。２０２４年３月１６日に司祭叙

階の恵みを頂いた時、叙階の記念のカー

ドの言葉に、「IN VERBO 

TUO LAXABO RETE

（『御言葉に従って、網を

降ろします』）」（ルカ福音

書５・５）、という聖書箇所を選択しまし

た。これまで私はこのことばを通して、『従

順』ということを学んできました。イエス

の弟子ペトロのように、自分の思いではな

く、主の言葉に従って網を降ろし、人をと

る漁師という召命を果たしていきたいもの

です。これから司祭として歩んでいく中で、

試練や困難に直面していきます。その時に、

この言葉を思い出し、叙階の恵みを思い出

し、多くの皆様に支えられていることを思

い出しながら、召命の道を一歩一歩歩んで

いきたいと思っております。未熟な者です

が、引き続き、これからもお祈りをお願い

したいと思います。

①アントニー　トラン・ハン②３６歳③

２０２５年１０月１日④南山教会（名古屋

市）⑤海外の同会管区に移籍するために準

備中。⑥司祭叙階の恵みを頂いた今、何よ

りも心に留めているのは、司祭職は自分の

力で果たすものではなく、神の恵みに支え

られて生きる召命である

ということです。神言修

道会の一員として、まず

みことばに耳を傾け、そ

のみことばに生かされる者でありたいと

願っております。日本という宣教の地で、

多くを語るよりも、一人一人との出会いを

大切にし、祈りと日々の歩みを通してキリ

ストを証しする司祭となれるよう努めたい

です。皆様のお祈りをお願いいたします。

①ヨセフ　グエン・バン・ニャット②３３

歳③２０２５年１０月１日④南山教会（名

古屋市）⑤南山教会で助任司祭として奉仕

しながら、ベトナム人共同体の司牧に携

わっています。⑥司祭として、「彼らのた

めに、わたしは自分自身をささげます」（ヨ

ハネ１７・１９）という

叙階の際に選んだ神のみ

ことばを心に刻み、人々

との出会いを大切に歩ん

でいきたいと思います。これまでの歩みは、

神様の豊かな恵みと、多くの方々の祈りや

支えによって導かれてきました。その感謝

を忘れず、出会う一人一人の喜びや苦しみ

に寄り添いながら、神のみことばを宣
の

べ伝

えていきたいと願っています。祈りと奉仕

を大切にし、福音の喜びを証しする宣教師

でありたいと思います。

２０２３年から２６年までの間に叙階された司祭・助祭・終身助祭を、数回に分
けて紹介する。①洗礼名・名前②叙階時の年齢③叙階年月日④叙階場所⑤
現在の活動⑥受階者のメッセージ
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　回勅の第２章は、教会の社会教説の基

礎と原理を振り返ることから始まります。

それらは、人工知能（AI）時代にあって、

物事を見極めるための重要な基準と見なさ

れるものです。

基　礎

　この振り返りで肝心なのは、人間は、人

格的な関係によって成り立っているという

見方です。人間は、三位一体の神の似姿と

して創られ、交わりを結ぶために呼ばれて

いるということです。それは神との交わり

でもあり、他者との互いの交わりでもあり

ます。このことのうちに人間の尊厳の源が

あります。人間のどのような役割や生産性

や社会的評価にも勝る、尊厳の源なのです。

　回勅は、人間の尊厳のさまざまな意味合

いを区別していますが、その中でも、環境

や個人の能力によって左右されることのな

い、より深い、より重要な次元を強調しま

す。それは人間が生まれながら持っている

尊厳、人間として存在するだけで、誰にで

も備わっている尊厳のことです。これは、

人間が神によって望まれて創られ、愛され

ているという事実を意味しています。

　この尊厳が「人権という至上の価値」の

基盤です。人権とは、一定の権力の支配下

にある特権のようなものではなく、人間の

本性そのものを表現するものであり、とり

わけ、生きる権利、いのちそのものの権利

は、他のあらゆる権利の源です。

原　理

　社会教説の原則は、このような人間理解

の基礎の上に形づくられます。

　全ての人にとって善いもの、つまり共通

善は、一人一人にとっての善や利益となる

ものを足し合わせたものと理解されてはな

りません。そうではなく、人間の互いの関

わり合いの現実そのものです。すなわち、

人々のつながりを可能にして、社会を織り

なす人々が、より充実したかたちで成長し、

成熟していくための社会的な条件の総体こ

そが共通善なのです。

　人間が作り出し、所有し、使用する財物

には普遍的な目的があるという原則は、今

日、把握しきれないほどに発展しつつある

デジタルネットワークの中にある一切のも

のにも当てはまります。

　しかしながら、全ての人にとって共通の

財産であるべきデジタル資産が、少数の

人々の手の中に集中し続けるならば、新た

な不均衡と格差が広がります。

　このような事態を防ぐために、個人や家

庭、社会各層の活動グループが、デジタル

ネットワークにおいて果たすべき責任を自

覚して、互いに支え合う補完性の原則が重

要です。

　そして、どの個々人もグループも、それ

ぞれ互いに依存し合っていることを自覚し

て、つながり合う連帯性の原則が重要です。

このことは「誰も自分一人では救われない」

という格言に要約されます。

　これら全ての原理が集約されて初めて、

全ての人が全ての面で人間らしく開花し成

長することができます。このことを目指し

て、経済や社会の在り方が改善され、宗教

生活・霊性のための配慮が尽くされ、とも

に生きるための環境の保護などが促進され

なくてはならないのです。

（第３章は次号掲載予定）

回勅 人間の偉大さ AIの時代における人格の擁護

 5月25日に発表された教皇レオ14世の初の回勅「マニフィカ・ウマニタス」（人間の偉大さ―

AI の時代における人格の擁護）各章の要約を、5回にわたって紹介します。要約の原文と図

版は、バチカンの総合的人間開発省が公開したものをカトリックジャパンニュースが訳し

たものです。回勅の公式訳は後日、カトリック中央協議会から書籍として発行されます。

第 ２ 章
教会の社会教説の

基礎と原理

要約 第２回

5月25日、バチカンで行われた、回勅「人
間の偉大さ  AI の時代における人格の擁
護」の発表会での教皇レオ１４世（CNS）
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主日の福音解説

今日、朗読されるマタイ福音書第１８章は「共同体の章」ないし

「教会の章」と呼ばれている。しばしば指摘されるように、四福音書

の中で「教会(＝エクレーシア)」という語を用いるのはマタイだけ

である。この語は二つの場面に現れる。一度目は１６章１８節、ペ

トロに天の国の鍵が授けられる場面である。「あなたはペトロ。この

岩の上にわたしの教会を建てる…あなたが地上でつなぐことは天上

でもつながれ、地上で解くことは天上でも解かれる」(１６・１８

－１９参照）。伝統的解釈によれば、ここではペトロの権威と「普遍

教会」が念頭に置かれている。二度目が今日の箇所。ここでの「教会」

は我々が日々顔と顔を合わせる「地方教会」、目に見える共同体を指

すと解釈されている。従って「つなぐこと、解くこと」が、今度は具

体的な共同体に向けられていることになる。

では、実際の共同体で兄弟が罪を犯した時、どう対処すべきな

のか。イエスの言葉は厳しい。まず二人だけで忠告し、聞き入れな

ければ一人か二人を伴い、それでも聞き入れなければ教会に申し出

なさいと記されている。「教会の言うことも聞き入れないなら、異邦

人か徴税人と同様に見なしなさい」とまで言う。これは軽い言葉で

はない。教会は罪を曖昧にせず共に向き合う共同体なのである。神

のひとり子は「私たちの罪のために」死んだのであり、もし罪の現実

を軽く扱うなら、我々はキリストの贖
あがな

いの意味を見失ってしまう。

しかし、この厳しさを受け止めた上で、なお問い直す必要があ

ろう。この一連の手続きは何を目指しているのかと。その答えは最

初の言葉に示されている。「言うことを聞き入れたら、兄弟を得たこ

とになる」。目指されているのは相手を言い負かすことでも、自分

の正しさを証明することでもない。兄弟を得て、傷ついた交わりを

回復することである。

さらに、その回復は人間の善意や正論だけでは実現しないとい

う点も福音の大切なメッセージである。イエスは地上でつなぐこ

と、解くことについて語った後、祈りにおけるご自身の臨在を約束

される。「二人または三人が私の名によって集まる所には、私もその

中にいる」。スイスの新約聖書学者ウ

ルリヒ・ルツ（１９３８－２０１９）

が強調するように、罪の指摘、共同

体の判断、和解という困難な務めは、

人間の裁定だけに委ねられてはいな

い。祈りとそのただ中におられるイ

エスによって支えられている。

忠告する者もひとりの罪人であ

る。祈りのうちに自らも赦
ゆる

しを必要

とするひとりの人間であることを素直に認め、謙遜になることが求

められる。「私は兄弟を得たいのか。それとも自分の正しさを認めさ

せたいのか」。祈りながら、相手の救いと共同体の回復を願ってひ

ざまずくのである。こうした祈りによってこそ、忠告の言葉は断罪

に堕することなく、回復へ向かう愛の行為となり得る。

我々は主の名によって集まり、互いのために祈りつつ、罪と真

剣に向き合う共同体として召されている。罪を曖昧にせず、しかし

兄弟を見捨てず、兄弟を得ることを願って、共に歩む共同体であり

たい。

（熊
くま

川
がわ

幸
ゆき

徳
のり

神父／サン・スルピス司祭会）

９月６日（年間第２３主日）

マタイ １８・１５－２０

被造物を大切にする世界祈願日

兄弟を得る
わたしたちが熱心に働いて、その報酬を受けるのは当然で、正し

いことです。反対に、わたしたちが働いたにもかかわらず、それに

ふさわしい報酬をもらえないことは不正義なのです。経済的な正義

という時、報酬を正しく分配することを意味するからです。つまり、

わたしたちの働きに応じて報いを受けることは当然で、正義なので

す。しかし、わたしたちの労働や努力とは関係なく与えられる報酬

は当然なものではありません。さらに、それが自分の必要によって

誰かから借りたものであれば、必ず返さなければなりません。借り

たものは自分のものではないからです。

今日の福音で、イエス様はたとえ話を用いて兄弟をゆるさなけれ

ばならないとお教えになりますが、このたとえ話で王は誰を、不届

きな家来は誰を意味しているのでしょうか。もし、不届きな家来

がわたしたちのことを意味するのなら、今日の福音の結果のよう

に、わたしたちは牢役人に引き

渡され、借りたものを全部返す

まで苦しみを受けるのでしょう。

イエス様の御
み

心を考えず、聖書

の文字だけにとらわれると、イ

エス様が教えてくださる本当の

メッセージを誤解するかもしれ

ません。だから、わたしたちは

今日のたとえ話を「ゆるし」とい

うメッセージの上で理解しなければなりません。

まず、不届きな家来が王から借りた１万タラントンという金額は、

想像できないほどの大金です。当時の一日の給料は１デナリオンで、

１タラントンは６０００デナリオンです。単純に計算するために、

現代の一日の給料を１万円だとすれば、１タラントンは６千万円で

す。１タラントンだけでも大金ですが、この家来が借りたお金は

１万タラントン、すなわち６兆円にあたる金額です。一般の人々は

一生で一度も経験できないくらいのお金が全部借金だったのです。

ここで、王がこの家来をどれだけ大切にしてきたのかが分かります。

この不届きな家来は６兆円をもってぜいたくに暮らしてきたかもし

れませんが、その借金を返す能力はなかったのです。むしろ、その

くらいの借金があれば、ある人は死んだ方がいいと思ったかもしれ

ません。王はこの状況を憐
あわ

れに思い、家来をゆるし、その借金を

帳消しにしてやりました。

ところが、その家来は自分に１００デナリオンの借金がある仲間

を牢に入れました。おそらく、この１００デナリオンも王からもらっ

たお金の一部だったのでしょう。自分のものでもないお金を自分の

ものかのように振る舞い、それが王の姿と対比されるのです。

わたしたちは皆、神の前で不届きな家来のようなものですが、王

である神は１万タラントンに当たるお恵みで私たちの過ちや罪をゆ

るしてくださいました。それは全て、いつかは神に返さなければな

らないものでしょう。だからわたしたちも、わたしたちに過ちや罪

のある兄弟姉妹をゆるしましょう。それが今日の福音を通じて示さ

れる神の御心だからです。

（ダニエル・キム・ドンウク〈金桐旭〉神父／韓国殉教福者聖職修道会)

９月１３日（年間第２４主日）

マタイ １８・２１－３５

わたしたちも人をゆるします
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主日の福音解説

今日の福音を読むと、「わたしはイエス様から何時に声をかけて

いただいたのか？」と考えてしまいます。わたしは〇時にイエス様

に声をかけていただいた、あなたは〇時に…と。

「わたしの道は、あなたたちの道を、わたしの思いは、あなたた

ちの思いを、高く超えている」（イザヤ５５・９）

わたしたちはイエス様からいつ声をかけていただいたのか？

夜明けなのか？　昼なのか？　夕方の５時なのか？　

答えは「一日中」です。

夜明けに声をかけられたわたしは、朝から晩までバリバリ働く

ことのできるわたし。「イエス

様　いつでも声をかけてくだ

さい！」と元気に応えます。

午前中からのわたしは「何

もしないで立っていた」…「何

もしないで」には無価値とい

う意味もあり、「わたしは何の

役にも立たない。必要のない

存在なんだ」と力なく、落ち

込むわたし。イエス様からの

呼びかけに「イエス様　わた

しにはできません。もう少し

待ってください…」と返事の声も変わります。そんなわたしにイエ

ス様は「ふさわしい賃金を」…お金のことではなく、「神様の目か

ら見て正しいものをあなたにあげますよ」と声をかけてくださった。

昼から、午後からも孤独のうちに悲しむわたしに、イエス様は

声をかけ続けます。

何時に声をかけていただいたかは、イエス様ではなく、わたし

たちが決めているのです。

「主を尋ね求めよ、見いだしうるときに。呼び求めよ、近くにい

ますうちに」（イザヤ５５・６）

「夕方の５時頃に行ってみると、他の者たちが立っていたので」。

原文では「立っている者たちを、見つけた」とあり、この「見つけ

る」は努力して発見するという意味もあります。

夕方の５時のわたしは「だれも雇ってくれなかった」、「報い」が

ない。誰からも見捨てられていると絶望の中にいるわたしを、イエ

ス様は暑い中、夜明けからずっと探してくださって、ようやく見つ

けてくださいました。そんなわたしに声をかけてくださいます。

「一緒に神様のぶどう園に行こう」と。

イエス様のあの優しい声を　一人でも多くの人に…。

「今の皆さんは何時からのわたしですか？」

（寺浜亮司神父／福岡教区)

９月２０日（年間第２５主日）

マタイ ２０・１－１６

祖父母と高齢者のための世界祈願日

イエス様 わたしは何時から？
宣教の旅の最後にエルサレムにやって来たイエスは、神殿の

境内で商売をしている人たちをそこから追い出します（マタイ

２１・１２－１３参照）。このことをきっかけに、イエスとユダ

ヤ教の指導者たちとの対立が決定的になっていきます。指導者た

ちはイエスに、｢何の権威でこのようなことをしているのか」と

詰め寄りますが、逆にイエスからヨハネを信じなかった理由を問

われます。イエスの問いかけに、誠実に答えようとしない指導者

たち（マタイ２１・２３－２７参照）に対してイエスが語ったた

とえが、本日のマタイ福音書の箇所です。

｢ぶどう園に行って働きなさい」と呼びかける父親に対して兄

は ｢いやです」と一旦は断りますが、後で考え直して出かけて行

きます。弟は｢お父さん、承知しました」と色よい返事をしますが、

結局は出かけて行きませんでした。たとえを語ったイエスは、「こ

の二人のうち、どちらが父親の望みどおりにしたか」と指導者た

ちに問いかけます。彼らは「兄の方です」と答えます。

続けてイエスは徴税人や娼婦たちの方が、指導者たちよりも先

に神の国に入ることを断言します。その理由は、洗礼者ヨハネが

来て神との関わりを正しく生きる道を示したのに、指導者たちは

それを信じなかったけれども、徴税人や娼婦たちは信じたからだ

と説明しています。何よりも指導者たちは、「後で考え直す」こ

とをしなかったのが決定的だとイエスは断じています。神の呼び

かけにどのような返事をしたかではなく、いかに行動したかが問

われているということでしょう。

繰り返し使われていることからも分かりますように、｢後で考

え直す」という言葉

が鍵になっています。

新約聖書のギリシャ

語では、「後で考え直

す」には二つの意味

があるそうです。一

つは残念に思う、悔

やむ、後悔するです。

もう一つは考えを変

える、心を変えるで

す。このことからも

明らかなように、後

で考え直すというの

は悔い改め（回心）

につながるものです。

悔い改めというのは、いろいろな理由で神から離れていたり、神

に背を向けている自分の現実に気が付いて、神の方に向き直って

いくという方向転換を意味しています。ですから、悔い改めは単

なる反省、生活の一部の改善ということではありません。自分の

生き方や生活が全面的に変わっていくのが、真の悔い改めという

ことです。

（立花昌和神父／東京教区　カットは全て高崎紀子)

９月２７日（年間第２６主日）

マタイ ２１・２８－３２

世界難民移住移動者の日

後で考え直す
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文　化
浮
か
び
く
る
聖
歌
黙
し
て
歌
い
た
り
私
は
カ
ナ
リ
ヤ
声
失な

き
カ
ナ
リ
ヤ　
　
　

秋
田　

進
藤
八
重
子

【
評
】時
々
の
思
い
に
ふ
さ
わ
し
い
聖
歌
が
心
の
底
か
ら
浮
か
ん
で
く
る
。声
を
失
っ
た
今
も
聖
歌
を

歌
う
。「
黙
し
て
」の
一
語
が
切
な
い
が
、声
を
発
し
て
い
た
時
よ
り
言
葉
を
、旋
律
を
味
わ
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。下
句
が
絶
唱
の
よ
う
に
響
く
。

作
品
に
見
入
る
時
間
を
い
と
し
み
て
美
術
館
へ
は
杖
を
持
ち
行
く　
　
　
　
　

横
浜　

森
山
美
智
子

実
感
の
無
け
れ
ど
株
価
の
爆
上
が
り
日
本
が
買
は
れ
る
薄
気
味
悪
さ　
　
　
　

横
浜　

西
前　

敦
子

伸
び
止
ま
ぬ
木
々
の
勢
い
そ
の
ま
ま
に
覆
い
尽
く
せ
よ
世
界
の
武
器
を　
　
　

熊
本　

矢
澤　

麻
子

こ
の
道
を
歩
か
う
癌
は
除
か
れ
た
天
よ
り
雲
雀
の
声
は
降
り
来
て　
　
　
　
　

川
崎　

印
出
美
由
紀

二
人
し
て
眺
め
し
ま
ま
の
忘
れ
草
今
日
は
独
り
で
海
風
の
中　
　
　
　
　
　
　

横
浜　

永
井　

榮
司

種
蒔
き
し
ビ
ワ
実
を
成
し
て
ヒ
ヨ
ド
リ
が
食
し
新
た
に
種
が
地
に
落
つ　

東
久
留
米　

平
山　
　

努

夏
空
の
青
い
キ
ャ
ン
バ
ス
神
の
息
対
流
起
こ
し
雲
わ
き
い
出
る　
　
　
　
　
　

那
須　

松
田　

紘
子

十
階
の
定
家
葛
に
く
ま
ん
蜂
満
開
の
花
独
り
占
め
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
京　

魚
住
テ
ル
ヨ

奥
さ
ん
と
診
察
室
で
呼
ば
れ
た
が
妻
で
は
な
い
で
す
私
は
娘　
　
　
　
　
　
　

市
原　

久
本　

直
子

毎
月
５
日
ま
で（
必
着
）、は
が
き
に
３
首
以
内
。１
人
１
枚

を
厳
守
。氏
名
に
振
り
仮
名
を
明
記
。送
り
先
は
、本
紙
１
面

に
記
載
。
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
投
稿
も
可
。

◎
置
き
去
り
の
人
形
の
目
や
五
月
闇　
　
　
　

豊
中　

岩
田　

都
世

【
評
】
梅
雨
の
暗
さ
が
人
形
の
視
線
と
不
気
味
に
重
な
る

◎
親
去
り
て
又
静
ま
り
ぬ
燕
の
巣　
　
　
　
　

和
泉　

中
里　

君
子

【
評
】
親
の
来
た
時
と
去
っ
た
後
の
動
と
静
が
描
け
た

神
仰
ぐ
イ
エ
ス
の
塔
や
風
薫
る　
　
　
　
　
　

大
阪　

大
町　

久
美

装
う
て
外
出
の
老
母
五
月
晴　
　
　
　
　
　
　

神
戸　

西
村
み
ど
り

山
上
の
主
の
横
顔
や
夏
の
雲　
　
　
　
　
　
　

横
浜　

岡
野　

真
弓

新
緑
に
恵
み
頂
き
八
十
路
生
き　
　
　
　
　
　

豊
橋　

赤
沢　
　

進

六
月
の
イ
エ
ス
の
塔
や
光
満
つ　
　
　
　
　

相
模
原　

山
浦　

修
子

捩
花
や
左
右
巻
方
自
己
主
張　
　
　
　
　
　
　

府
中　

荒
井　

美
邦

花
氷
溶
け
て
少
女
の
遠
き
日
よ　
　
　
　
　
　

大
分　

諸
冨　

礼
子

花
菖
蒲
隙
間
を
く
ね
る
鯉
の
技　
　
　
　
　
　

福
岡　

三
谷　

淑
美

廃
屋
の
紫
陽
花
数
ふ
散
歩
道　
　
　
　
　
　
　

宇
部　

中
村　

清
子

ど
く
だ
み
や
名
こ
そ
惜
し
け
れ
白
十
字　

さ
い
た
ま　

古
閑　

和
則

紫
陽
花
や
今
朝
の
心
の
い
ろ
映
し　
　
　
　
　

仙
台　

三
宅　

温
子

梅
雨
の
ミ
サ
祈
り
深
ま
る
静
け
さ
に　
　
　
　

神
戸　

内
田　

泰
代

黒
南
風
に
水
平
線
を
失
ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　

神
戸　

涌
羅　

由
美

な
つ
か
し
き
声
に
振
り
向
く
復
活
祭　
　
　
　

瑞
浪　

松
原　

季
佳

紫
陽
花
が
七
色
に
咲
く
神
の
色　
　
　
　
　
　

甲
府　

穴
水　

公
一

砂
浜
に
靴
沈
み
ゆ
く
暑
さ
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

選
者
吟

毎
月
５
日
ま
で（
必
着
）、は
が
き
に
５

句
以
内
。氏
名
に
振
り
仮
名
を
明
記
。

送
り
先
は
本
紙
１
面
に
記
載
。
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
投
稿
も
可
。

【教皇の意向：水資源への配慮】

重要な水資源が適切かつ持続可能に管理

されて、すべての人が公平にその恩恵にあ

ずかることができますように。

【日本の教会の意向：難民移住移動者】

難民、移住者、移動者のために祈ります。

彼らが地球上のどこにいても、神に愛され

た者として、基本的人権や人間の尊厳が守

られますように。

世界保健機関（ＷＨＯ）によれば、世

界の２１億人の人々が安全に管理された水

を飲むことができないでいます。インドの

チェンナイでは民間業者の給水車に依存す

る人々は、公共水道を利用できる地域住民

の６倍もの負担を強いられているとの報告

もあります。水は一部の人々だけが独占で

きるものではなく、全ての人が生きるため

に必要とする共通の財産です。水を大切に

することは、神の創造された世界と、そこ

に生きる一人一人のいのちを大切にするこ

とです。水資源を目先の利益のために浪費

するのではなく、将来の世代をも視野に入

れて持続可能な仕方で管理し、その恵みを

貧しい人や弱い立場にある人を含む全ての

人が公平に受けられるよう祈りましょう。

＊

２０２５年末、世界では紛争や迫害など

によって約１億２千万人の人々が故郷を追

われています。日本では毎年1万人以上の

人が難民認定を申請していますが、認定率

は２％前後と低いままです。イエスは、「わ

たしが旅をしていたとき、宿を貸してくれ

た」と言われました。国籍や在留資格、民

族や宗教の違いを超えて、一人一人が神に

愛され、その似姿として創られたかけがえ

のない存在です。難民、移住者、移動者の

基本的人権と人間の尊厳が世界のどこにお

いても守られますように。そして日本に生

きる私たち自身が、同じ社会を生きる隣人

として彼らを迎え、ともに生きる道を開い

ていくことができるよう祈りましょう。

東京・東村山市の国立ハンセン病資料館２階企画展

示室で１１月２９日まで、企画展「ハンセン病療養所

のなかの『外国人』」が開催されている。本展は「ハ

ンセン病」と「外国出身」という二つの理由で差別を

受けた人々の苦しみや、自身のルーツを大切に生きた

ことなどを伝える内容となっている。

これまで日本のハンセン病療養所の歴史は、日本人

患者を前提に語られることが多かった。しかし実際は、

国立療養所１３園のうち１０園に、日本の植民地政策

によって朝鮮半島から連れてこられた人々が入所して

いた記録がある。一般社会よりもその割合が高い園も

あったという。

会場には「たたかう」「はたらく」「くらす」「うた

う、おどる」「よむ、かく」といったテーマごとに、

朝鮮半島にルーツを持つ入所者に関する資料を中心に

展示。他にもロシアやインドネシア、台湾の出身者に

も光を当てている。

同資料館では会期中、担当学芸員によるギャラリー

トークほかさまざまなイベントが企画され

ている。詳細は同資料館ウェブサイトで。

ハンセン病資料館で企画展

療養所で生きた
「外国人」の姿伝える

東京・東村山市の国立ハンセン病資料館企画展示室入り口

記
事
全
文

きょうをささげる（教皇による祈りの世界ネットワーク）９月
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18 日（金）片柳弘史・19 日（土）
熊本洋

よう
・21 日（月）服部剛

ごう
・

22 日（火）竹内修
おさ

一
む
・23 日（水）

下
しも

窄
さこ

優
ゆう

美
み

・24 日（木）崔
ちぇー

友
と

本
も

枝
え

・25 日（金）林尚志・26
日（土）今井美沙子・28 日（月）
堀妙子・29 日（火）古川利雅・
30日（水）山本ふみり（以上テー
マ「健やかさの源」）。
　ウェブサイト（下記ＱＲコー
ドでアクセス可）では 24 時間
視聴可能。心のともし
び、詳細は電話 075-
211-9341。

（参加費 1,000 円）。募集受付
期間＝ 10 月 1 日（木）～ 2027
年 1 月 31 日（日）。結果発表
＝ 2027 年 3 月頃。応募・規
定の詳細はウェブサイト（下記
ＱＲコード）参照。✉signisjp.
internet@gmail.com　S

シ グ ニ ス
IGNIS 

JAPAN （カトリックメ
ディア協議会）動画フェ
スティバル担当チーム

473-6287（午前 11 時～午
後 7 時）　篠原
　▶東京ＹＷＣＡシニアダイ
ヤル主催講演会「シニアの孤
独、ふれあい、深い傾聴」　9
月 28 日（月）午後 7 時～ 9
時、東京ＹＷＣＡ会館（千代田
区）または後日動画視聴。講
師＝諸富祥彦（明治大学文学部
教授）。下記ＱＲコードから要
申し込み。当日定員 100 人。
1,500 円。 電 話 03-3293-
5457　✉k-koretsune@
tokyo.ywca.or.jp　
東京ＹＷＣＡシニアダ
イヤル
■福　岡
　▶鶴見太郎『ユダヤ人の歴史』
（中公新書）読書会　9 月 5 日
（土）午後 2 時～ 4 時、福岡
黙想の家入口カトリック案内
所（宗

むな
像
かた

市）。無料。参加予定
の方は要事前連絡。電話 090-
6420-1783　「キリスト教と

教区事務所での管理職などを歴
任し、世代や宗教に関係なく
人々と交流を深め、信頼関係と
広い人脈を築いた。8 年間派遣
された中央協議会では、当時の
出版部長や新聞事業部（旧カト
リック新聞社）編集顧問、司教
協議会秘書室広報担当部長を務
めた。常に共通善となることを
目指し、熱心さと冷静さをもっ
て物事に向き合い続けた。およ
そ半年前に病が見つかり、その
早すぎる死は、教会内外を問わ
ず関わりのあった多くの人々か
ら惜しまれた。
赤
あか

波
ば

江
え

謙一神父（聖パウロ修道
会）　7 月 26 日、大阪市内の
病院で脳挫傷のため逝去。81
歳。1944 年 福 岡 県 生 ま れ。
58 年同会入会。66 年初誓願。
72 年終生誓願。74 年司祭叙
階。同年志願者の
マエストロ（福岡）。
78 年フィリピン
で研修。79 年聖パ
ウロ学園指導司祭

（東京）。84 年からサレジオ大
学 ( ローマ ) で教育学を学んだ。
88 ～ 97 年「家庭の友」編集
長。89 ～ 1991 年若葉修道院
院長。89 ～ 1995 年カトリッ
ク中央協議会家庭委員会（当
時）秘書。97 ～ 2002 年カト
リック新聞（当時）編集長。03
～ 07 年同会管区顧問に選出さ
れ、副管区長を務めた。08 ～
2013 年若葉修道院院長（以
上東京）。16 年大阪修道院に
異動し、大阪梅田教会、関目教
会などで司牧奉仕した。助祭の
頃から司牧者としての熱意を示
し、「カトリック信者であろうと
なかろうと、人々と直接触れ合
うことは、人間の心をより深く
理解する上で非常に役立つ」と
考え、「これは私たちの特別な使
徒職にとっても非常に重要であ
る」と認識していた。大阪高松
教区での司牧活動においては、
日曜日の説教のために十分な準
備をし、明快で分かりやすい説
教で高く評価された。美しい声
の持ち主でもあり、ミサや聖体
賛美式など、種々の儀式を荘厳
で感動的なものにしていた。

が動かせない状態であったが、
夢を抱いて、可能な限り活動を
続けようとした。
アンツァネロ・ヴァレリオ神父

（聖ザベリオ宣教会）　7 月 11
日、大阪府泉佐野市の高齢者
施設で逝去。93 歳。1932 年
イタリア・トレビーゾ県生ま
れ。45 年にビチェ
ンツァの同会養成院
に入会。50 年初誓
願。54 年終生誓願。
58 年司祭叙階。叙
階後直ちに日本に派遣され、神
戸で日本語研修を受けた。60
年延岡助任（大分）。63 年泉
佐野助任。65 年浜寺主任。67
年同会管区本部修道院院長。
68 年春木カトリック幼稚園園
長（以上大阪）。70 年都城主
任（宮崎）。76 年延岡主任な
らびに延岡カトリック幼稚園園
長。84 年パルマ（イタリアの
同会創立の地）の修道院副院長、
86 年からは院長を務めた。89
年に再び来日し、貝塚主任な
らびに貝塚カトリック幼稚園園
長、2005 年までは同会日本管
区副管区長も兼務した。03 年
熊取主任（以上大阪）。11 年
島崎司牧協力。16 年玉名司牧
協力。18 年菊池ならびに山鹿
主任（以上熊本）。19 年泉佐
野司牧協力。24 年同会日本管
区本部修道院院長。25 年いず
み・りんくうブロック司牧協力

（以上大阪）。今年 4 月に脳梗塞
を発症し、言葉を発することが
できなくなり、療養していた。
その後も容体は徐々に悪化した
が、静かに逝去の時を迎えた。
下
しも

窄
さこ

英
えい

知
ち

神父（長崎教区）　7
月 15 日、大分県別府市内の病
院で食道がんのため逝去。60
歳。1965 年長崎県生まれ。92

年司祭叙階。同年 5
月三浦町助任。95
年出

し

津
つ

助任。98 年
井持浦主任（以上長
崎）。2002 年 4 月

カトリック中央協議会事務局
（東京）。10 年長崎教区本部事
務局。19 年から大分教区に派
遣された。22 年社会福祉法人・
別府光の園。23 年鶴崎主任。
小教区司牧や教区外への派遣、

遣された。13 年間の奉仕を終
え、13 年 4 月に病気療養のた
めにロザリオの聖母修道院へ異
動した。25 年 11 月から体調
を崩し入院。7 月 1 日早朝に、
老衰のため御父のみもとに召さ
れた。
村中司

つかさ

神父（長崎教区）　7
月 7 日、長崎市内の病院で間
質性肺炎のため逝去。90 歳。
1936 年長崎県生まれ。62 年
司祭叙階。同年三浦
町助任。63 年紐

ひもさし

差
助任。66 年中町助
任。68 年出

し つ

津助任。
69 年 4 月青砂ヶ浦
助任。同年 9 月曽根主任。78
年水ノ浦主任。88 年相浦主任。
96 年宝亀主任。99 年三浦町
主任。2007 年長与主任。19
年引退（以上長崎）。周りの人々
や信徒への感謝と気配りをいつ
も忘れず、兄弟司祭との関わり
を大切にし、同期司祭への思い
やりも深かった。自らが病の中
にあっても後輩司祭を励まし続
けた、温かく力強い司祭だっ
た。司牧した各教会においては
信徒と心を通わせ、共に働き、
柔和で長崎教区司祭として誇り
をもってその生涯を誠実に生き
た。
松田清四朗神父（コンベンツア
ル聖フランシスコ修道会）　7
月 9 日、長崎市内の病院でぼ
うこうがんのため逝去。78 歳。
1947 年鹿児島県生まれ。66

年同会入会。74 年
司祭叙階。古田町
教会（鹿児島県奄美
市）、仁川学院（兵
庫）、日本カトリッ

ク研修センター（愛知）、湯江教
会（長崎）、亀有教会（東京）な
どで司牧。聖書や、第 2 バチカ
ン公会議後の教会における典礼
や司牧の在り方を学び続け、各
地で「和善の会」という集会を
開催するなど、多くの人とみこ
とばを分かち合い、研究講話を
行って精力的に活動した。また、
カウンセリング形式でさまざま
な人々の悩みを受け止めた。病
にかかり、晩年は思うように体

山﨑澄江修道女（ショファイユ
の幼きイエズス修道会）　6 月
20 日、兵庫県宝塚市内の介護
老人福祉施設で老衰のため逝
去。92 歳。1934
年広島県生まれ。
59 年 同 会 入 会。
62 年初誓願。初誓
願宣立後、久留米

（福岡）、長崎、京都の児童養護
施設で書記や受付、保育士とし
て奉仕した。その後、学生志願
者係や修練長補佐として養成に
携わった。2002 年、同会の
カンボジア宣教開始時には最初
のグループの一員として派遣さ
れ、カンボジア宣教の基礎づく
りに関わった。日本語教師とし
て外国人支援にも力を入れ、神
戸 ( 教会 ) や小野でボランティ
アを行った。14 年から仁川本
部修道院で図書係や院内奉仕を
していたが、17 年から療養生
活に入り、22 年から特別養護
老人ホーム宝塚すみれ栄光園に
人所し療養していた（以上兵
庫）。老衰のため、祈りの中で
御父のみもとに召された。
濵元アサノ修道女（純心聖母
会）　7 月 1 日、老衰のため逝
去。101 歳。1924 年長崎県
生まれ。長崎の純心高等女学校

3 年生に編入し志
願生となる。同会
が大村に疎開して
いた頃であり、厳
しい条件の中での

修練期を過ごした。50 年初誓
願。59 年終生誓願。初誓願後
は長崎、鹿児島の純心女子学園
で教諭として勤務した。73 年
からは恵の丘（長崎）、小野田（山
口）の福祉施設で 7 年間施設
長を務めた。故里脇浅次郎枢機
卿の依頼を受け、同会が 80 年
から始めたブラジル宣教では、
その先発隊の長として 4 人の
姉妹と共に出発した。2000 年
8 月までの 20 年間、ブラジル
宣教の傍ら、多くの人々を修道
召命へと導いた。万難を排して
突き進む姿は、強い信仰と忠実
さによるものと言える。帰国後
はすぐに小野田老人ホームへ派

訃  報

告知板

番  組

■東　京
　▶写教の会（その日の福音を
毛筆で写し、心を主に向ける集
い）　9 月 20 日（日）午後 4
時 30 分～ 5 時 50 分、イエズ
ス会岐部ホール 309 号室（麴
町教会隣接）。主宰＝高橋登志
子修道女（聖心会）。持参する
物＝筆ペン、文鎮、下敷き30 ×
50 ㌢（フェルトまたは新聞
紙）。9 月 17 日（木）までに
要参加申し込み。500 円（自
由献金）。✉ phostere＠gmail.
com　古賀
　▶慈しみ深き会主催「沈黙の
祈りのつどい」　9月24日（木）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分、
イエズス会岐部ホール 404 号
室。指導：九

くの
里
り

彰
あきら

神父（カル
メル修道会）。故ウイリアム・
ジョンストン神父（イエズス会）
の『愛と英知の道』から講話
後、沈黙で祈る。申し込み不要。
無料（献金歓迎）。電話 042-

ラジオ心のともしび
（朗読・坪井木の実）

　9 月の放送日と執筆者　１日
（火）村田佳代子・２日（水）ビス
カルド篤子・３日（木）古橋昌尚・
４日（金）森田直樹・５日（土）
こいずみゆり・７日（月）三宮
麻由子・８日（火）萩原久美子・
９日（水）許

きょ
書
しゅ

寧
にん

・10 日（木）松
本 准

じゅん
平
ぺい

・11 日（金）中島貴幸・
12 日（土）山本久美子・14 日

（月）岡野絵里子・15 日（火）
松浦信行・16 日（水）岸本景子・
17 日（木）コリーン・ダルトン・

文学」読書会グループ　戸
と

上
がみ

■募　集■
　▶第3回シグニス動画フェス
ティバル　キリスト教的なメッ
セージとつながる短編動画を募
集。テーマ＝「人間の尊厳」（こ
の他、テーマフリー作品も募集）。
作品の時間＝「1 分以内」また
は「5 分以内」。部門＝ 1）学生の
部（参加費無料）、2）一般の部


